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チャレンジいばらき建設業者表彰式が開催　　

関東地方整備局と意見交換会を開催　　

大藤博文副会長が旭日双光章を受章　　

舗装３県合同協議会を開催　

   

    

    

（建造物等）

シャトーカミヤ（牛久シャトー）本館
牛久市中央3丁目20-1

シャトーカミヤは、明治36年に完成した葡萄酒醸造施設で、現在も残る当時の建物は創設者神谷伝兵
衛の記念館やレストランなどとして利用されている。本館は２階建、銅板葺屋根（旧桟瓦葺）で、東西両
端にマンサード屋根を載せ、屋根の各所に屋根窓を設けている。正面中央部は前面に少し突出させ、突出
部１階中央は中庭に抜ける通路となっていて、その正面入口は両脇２本の円柱（トスカナ式）に支えられ
た半円形アーチで飾られている。２階窓にも２本の円柱（トスカナ式）を配し、中央柱間上に小さな半円
形アーチを置いたパラディアン・モティーフとし、さらにぺディメントを重ねて、正面を特別に装飾して
いる。

［出典：茨城県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書　茨城県教育委員会刊］

http://www.ibaken.or.jp/


− 2 −

茨 建 協 ニ ュ ー ス第652号  令和5年11月15日

茨城県は 10 月 31 日、令和５年度「～チャレンジいばらき～第 65 回建設業者表彰式」を水戸市の県
庁舎講堂で行いました。栄えある受賞者は 37 社（２ＪＶ）10 名。知事表彰建設業者 10 社、知事表彰
主任（監理）技術者５名、知事特別賞表彰「ＤＸ賞」５名、知事特別賞表彰「若手・女性技術者活躍賞」
５人、農林水産部長表彰４社、土木部長表彰 12 社、企業局長表彰４社です。まことにおめでとうござ
いました。

表彰式では、大井川和彦知事が「建設業のさら

なる発展に資するため、優秀な成績で工事を実施

した建設業者と技術者を称えるとともに、『知事

特別表彰』として、生産性の向上や業務の効率化、

担い手の育成・確保といった課題への取り組みを

評価する『ＤＸ賞』および『若手・女性技術者活

躍賞』を授与するものであります」と紹介。

そして「受賞された皆さまは、優れた技術力に

より優秀な成果を収めるとともに、業界の課題へ

の新たな取り組みに果敢にチャレンジし、他の模

範となる成果をあげられた方々であり、深く敬意

を表する次第です」と賞賛。

さらに「今後とも技術の研鑽に励まれるととも

に、新たな取り組みにも積極的にチャレンジして

いただき、『新しい茨城づくり』に、なお一層の

ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す」とあいさつしました。

石井邦一県議会議長が祝辞を寄せ、本県建設業

の発展を祈念。

本会からは、受賞者の方々に記念品を贈り、栄

誉を称えました。

茨城県の建設業者表彰は、建設業の健全な振興

発展のため、生産性の向上や働き方改革、労働環

境改善による担い手の育成・確保等の新たな取り

組みへの積極的なチャレンジを促進するために

行っています。

優良施工を行った建設業者や技術者が受賞しました

優れた37社10名に栄誉優れた37社10名に栄誉
～チャレンジいばらき～　第65回建設業者表彰
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DX賞 若手・女性技術者活躍賞知事
特別賞

知事表彰（10社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名 工事箇所

株木・菅原特定ＪＶ 株木　康吉 水戸市 茨城港大洗港区海岸水
門上部工事

大洗町
磯浜町

鈴縫・千葉特定ＪＶ 鈴木　達二 日立市 大津漁港海岸大津漁港海岸陸
閘・防潮堤整備工事（その 1）

北茨城市
大津町

櫻井建設工業㈱ 櫻井　俊一 龍ケ崎市 経営体育成基盤整備事業利根西部
地区第 1 － 2 工区区画整理工事

利根町
早尾

池田技建工業㈱ 山口謙太郎 つくば市 一般国道 125 号交差点
改良舗装工事（その 2）

つくば市
寺具

㈱郡司建設 郡司　　誠 鹿嶋市 一般県道荒井行方線道
路改良工事（その 3）

鹿嶋市
荒井

㈱小薬建設 小藥　拓巳 筑西市 下館第二高校管理棟長
寿命化改修工事

筑西市
岡芹

㈲中村組 中村　利幸 坂東市 一級河川西仁連川河川
護岸新設工事

坂東市
内野山

高橋建設㈱ 高橋　修一 行方市 第 4 号海岸防災林造成
事業工事

鉾田市
上沢

㈱田中工務店 田中　　忠 鉾田市 急傾斜指定地七軒町急
傾斜地崩壊対策工事

鉾田市
鉾田

樋口土木㈱ 樋口　　薦 阿見町 主要地方道土浦竜ケ崎
線道路改良舗装工事

阿見町
小池

知事表彰主任（監理）技術者（5名）
氏名 所属建設業者名 工事名 工事箇所

山口　信義 東洋プラント工業㈱ 霞ケ浦総合公園大体育
館空調設備設置工事

土浦市
大岩田

関　　隆行 小桜建設㈱ 一般国道 355 号道路改
良工事（その 1）

石岡市
東成井

宗形　信一 ㈱波崎建設 畑地帯総合整備事業ふるさと農道整備事業
本郷高野地区第 1 － 5 工区区画整理工事

神栖市
波崎

田中 亜希子 ㈱田中工務店 急傾斜指定地七軒町急
傾斜地崩壊対策工事

鉾田市
鉾田

和田　一也 樋口土木㈱ 主要地方道土浦竜ケ崎
線道路改良舗装工事

阿見町
小池

知事特別賞表彰「DX賞」（5社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名 工事箇所

倉田建材㈲ 倉田　進一 常総市 一級河川八間堀川旧橋
撤去・河川改修工事

常総市
豊田

横信建材工業㈱ 横須賀　靖 ひたちなか市 一級河川中丸川中丸川調
節池北側周囲堤築堤工事

ひたちなか市
東石川

水郷建設㈱ 茂木　充史 潮来市 波崎漁港臨港道路（10・
3 号線）整備工事

神栖市
波崎

㈱涸沼建設工業 田中　弘美 茨城町 主要地方道大洗友部線道
路改良舗装工事（その 4）

茨城町
蕎麦原

㈱金長設備工業 金長　英樹 城里町 一般県道阿波山徳蔵線
道路改良工事

城里町
孫根

知事特別賞表彰「若手・女性技術者活躍賞」主任（監理）技術者（5名）
氏名 所属建設業者名 工事名 工事箇所

西連地 貴大 株木・菅原特定ＪＶ 茨城港大洗港区海岸水
門上部工事

大洗町
磯浜町

須貝　望美 日東エンジニアリング㈱ 一級河川西谷田川築堤
工事（その 1）

つくば市
上岩崎

田㟢　雄士 池田技建工業㈱ 一般国道 125 号交差点
改良舗装工事（その 2）

つくば市
寺具

小林　健人 ㈱小薬建設 下館第二高校管理棟長
寿命化改修工事

筑西市
岡芹

中村 なおみ ㈲中村組 一級河川西仁連川河川
護岸新設工事

坂東市
内野山

農林水産部長表彰（4社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名 工事箇所

森田建設工業㈱ 大橋　一博 古河市 畑地帯総合整備事業冨田地区かんがい排
水事業霞ヶ浦用水Ⅲ期地区用水機場工事

坂東市
冨田

㈱ノジリ土建 野尻　和夫 つくば市 畑地帯総合整備事業上郷角内
地区第 3 工区区画整理工事

つくば市
上郷

㈱瀧工務店 瀧　　文雄 常陸大宮市 基幹水利施設ストックマネジメント事業辰
ノ口堰地区第 7 工区辰ノ口用水路補修工事

常陸大宮
市富岡

㈱波崎建設 下舘　雄樹 神栖市 畑地帯総合整備事業ふるさと農道整備事業
本郷高野地区第 1 － 5 工区区画整理工事

神栖市
波崎

土木部長表彰（12社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名 工事箇所

日立土木㈱ 須田　要介 日立市 多賀高校体育館長寿命
化改修工事

日立市
鮎川町

東洋プラント工業㈱ 今泉多香子 土浦市 自然博物館空調機他熱源
設備更新工事（第 2 期）

坂東市
大崎

日東エンジニアリング㈱ 坂本　好郎 土浦市 一級河川西谷田川築堤
工事（その 1）

つくば市
上岩崎

ヤシマ建設㈱ 吉田　雅幸 土浦市 上河原崎・中西地区土地造成・道路
改良舗装・下水道工事（Ｄ 3 街区外）

つくば市
下河原崎

小桜建設㈱ 関　　隆行 石岡市 一般国道 355 号道路改
良工事（その 1）

石岡市
東成井

白田組土木㈱ 白田　二朗 石岡市 一般国道 355 号東成井
跨線橋下部工事（その 3）

石岡市
東成井

㈱井坂組 井坂　陽介 常陸太田市 一般国道 293 号道路改
良舗装工事

常陸太田市
増井町

キムラ工業㈱ 木村　和夫 牛久市 一般国道 125 号交差点
改良舗装工事

稲敷市
佐倉

㈱鶴田組 鶴田　哲男 那珂市 都市計画道路上菅谷下菅谷
線道路改良舗装工事（その 2）

那珂市
菅谷

東康建設工業㈱ 澤畠　弘樹 東海村 一般国道 245 号橋梁下
部工事（新川橋二期）

東海村
村松

㈱大藤組 大藤　博文 大子町 一般国道 118 号道路法
面対策工事

大子町
久野瀬

髙塚建設工業㈱ 髙塚　幹夫 八千代町 主要地方道筑西三和線橋梁下部工
事（その2）（仮称新堀排水路橋Ａ1）

八千代町
下山川

企業局長表彰（4社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名 工事箇所

㈱山庄工業 山本　正一 常総市 県南西広域工業用水道事業導水管
布設（耐震化）工事（その 12）

常総市
水海道淵頭町

㈱市原工業 市原裕一郎 つくば市 県南西広域水道用水供給事業
緊急連絡管布設工事（2 工区）

つくばみらい市
小絹

㈱大地 菅谷　明良 鹿嶋市 鹿島工業用水道事業配水管
布設（耐震化）工事（5 工区）

神栖市
東和田

松崎建設㈱ 松﨑　里志 潮来市 鹿島工業用水道事業配水管
布設（耐震化）工事（4 工区）

神栖市
居切

茨城県建設業者表彰　対象工事

令和５年度内に完成した茨城県発注工事（土

木、建築、農業土木、企業局）の 500 万円以上の

2343 件の中から工事成績が 80 点以上の 540 件が

選ばれ、選定委員会で選定された。
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藤巻局長 石津会長田村土木部長

関東地方整備局、県土木部と意見交換

民間でも適正工期を要望民間でも適正工期を要望民間でも適正工期を要望

あいさつで関東整備局の藤巻浩之局長は、９月

の台風被害への対応に感謝の意を表し、「必要な

施策のためにも必要な予算を確保していきたい。

時間外労働の上限規制にも対応していく。生産性

の向上と担い手の確保にも努めたい」と強調。

県土木部の田村央部長は「適正な予定価格と工

期の設定に取り組む。書類の電子申請などの効率

化や働き方改革に取り組む企業への加点を進めて

いる。課題を共有することは重要」と望みました。

本会の石津健光会長は「担い手の確保や働き方

改革などに加え、ＩＣＴ施工、インフラ分野にお

けるＤＸへの対応などに対応していく。防災・減

災、国土強靱化の推進にも万全を期してまいりた

い。有意義な意見交換に」とあいさつしました。

その後、関東整備局が令和５年度予算の概要と

上半期の執行状況、働き方改革・担い手確保への

取り組みなどを説明。

本会では、災害時の対応、生産性向上や働き方

改革へ向けた取り組み、担い手確保への活動、イ

メージアップ活動などを紹介しました。

意見交換では、本会が①公共事業費予算の安定

的・持続的な確保②民間工事の適正な工期確保③

今後の建設業におけるＳＤＧｓの運用④熱中症

対策のさらなる充実―を提案。

関東整備局では公共事業予算について、国土強

靱化基本計画に基づき必要・十分な予算を確保

し、５か年加速化対策を推進し、必要十分な予算

の安定的・持続的な確保に努めると回答しまし

た。

民間工事の適正な工期確保については、民間発

注者にも著しく短い工期の禁止を周知しており、

発注者や建設企業に周知啓発を行うと説明。

ＳＤＧｓの運用では、総合評価方式や経営事項

審査などで評価しており、さらなる取り組みを図

ると紹介しました。

熱中症対策については、工期設定で新たに猛暑

日を考慮しており、まずは適正な工期設定を通じ

て対策の充実を図ると説明しました。

自由討議ではＳＤＧｓへの評価、女性技術者活

用のインセンティブなどを質問しました。

本会は 10月 30 日、国土交通省関東地方整備局および茨城県土木部との意見交換会を水戸市のホテル・
ザ・ウエスト・ヒルズ・水戸で開催しました。本会からは関東地方整備局に対し、公共事業予算の安定的・
持続的な確保、民間工事の適正な工期確保、ＳＤＧｓの運用、熱中症対策のさらなる充実を提案。公共
工事の円滑や推進や生産性の向上、働き方改革を進めるため協議を行いました。

生産性向上や働き方改革などで意見を交わしました



令和５年秋の叙勲で、本会副会長で大子支部長
の大藤博文氏（㈱大藤組代表取締役社長）が、建
設業振興功労として旭日双光章を受章されまし
た。まことにおめでとうございます。益々のご活
躍を祈念いたします。

大藤氏は昭和 26 年 10 月生まれの 72 歳。昭和
50 年に東京農業大学農学部を卒業後、キッコーマ
ンに入社。昭和 63 年に㈱大藤組に入社し、同年か
ら代表取締役社長。高い施工能力で多くの優良工
事表彰を受賞しているほか、さまざまな地域貢献
活動で地域に信頼される建設企業となっています。

本会では平成 19 年５月から理事、平成 22 年
５月から常任理事、平成 30 年５月からは副会長。
率先して困難な業務に従事してリーダーシップ
を発揮され、建設業の発展に尽力しています。

大子支部でも理事、副支部長を務め、平成 22
年４月からは支部長として地域建設業の健全な
発展に貢献。特に近年の台風被害等への迅速な対
応は高く評価されました。

令和元年７月には建設事業関係功労として国
土交通大臣表彰を受賞されています。

本会の舗装部会（秋山光伯部会長）は 10 月 11 日、
栃木県舗装協会（岩見髙士会長）、群馬県建設業
協会土木舗装部会（三原豊章部会長）と令和５年
度舗装３県合同協議会を宇都宮市の宇都宮東武ホ
テルグランデで開催しました。舗装部会では労働
時間の短縮について提案。他県の取り組みについ
て聞き、生産性の向上へ意見を交わしました。

あいさつで栃木県の岩見会長は「原油高や円安
の進行が資材価格の上昇を招き、地域建設業者を
直撃。来年度からの時間外労働上限規制への対応
が迫られる。諸問題解決と次世代の担い手確保を
目指し、実りある会議に」とあいさつしました。

その後、道路予防保全工事（栃木県提案）、　県
発注工事における週休２日制の状況（群馬県提
案）、労働時間の短縮（本県提案）について協議。

本県からは、800 万円から 1200 万円の請負額が
多く、本来ならば短期間で施工できるが、夜間工
事は制約が多く、長時間労働となっており、他県
の対応を聞きました。

そのほか、中温化合材の工事実施状況、交通誘
導員（警備員）の需給バランスなどについても意
見を交わしました。

大藤氏の話
「この度の受章、誠に光栄です。
石津会長をはじめ諸先輩、支
部会員など多くの皆さまからの
ご指導ご支援に感謝申し上げ
ます。今後もインフラ整備はも
とより、災害時の対応、社会
貢献活動など少しでも住民の
お役に立てるよう、微力ながら
日々精進してまいります」
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大藤博文副会長が旭日双光章を受章
おめでとうございます

舗装に関する課題を協議しました

労働時間短縮へ協議 舗装３県合同協議会を開催
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大子支部（大藤博文支部長）は 10 月 19 日、茨

城県大子工務所（兼澤公也所長）、大子町（高梨

哲彦町長）と合同で道路清掃美化活動を実施。約

110 人が参加し、総延長 164 ㎞に渡って清掃活動

を行いました。大藤支部長は「清掃活動を通して、

もう一度、道路の重要性について考える機会にし

てもらいたい」と参加者に呼び掛けました。

太田支部（瀬谷實支部長）は 10 月 19 日、支部

創立75周年記念式典を常陸太田市民交流センター

で開催。瀬谷支部長は「創立 100 周年を目標に会

員が力を合わせ支部運営を担っていきたい」と式

辞を述べました。多くの来賓から祝辞が披露され、

功労者への感謝状贈呈、これまでの歩みの上映を

行いました。記念講演では建設ＩＴジャーナリス

トの家入龍太氏がＤＸの進め方を紹介しました。

竜ケ崎支部（細谷武史支部長）は 10 月 18 日、

茨城県竜ケ崎工事事務所（野島泰久所長）や龍ヶ

崎市役所と合同で道路清掃活動を実施。約 120 人

が参加し、５班に分かれ県道龍ケ崎停車場線など

でごみを拾い集めました。細谷支部長は「歩道の

ない部分の安全活動になるので、十分に注意して

ほしい」と呼び掛けました。

太田支部（瀬谷實

支部長）は 10 月 26

日、茨城県常陸太田

工事事務所（白戸元

文所長）や常陸太田

市と「道の日」の道

路清掃美化活動を実

施。計 46 人 が９班

に分かれ、道路のご

み清掃を実施しまし

たほか、市内のカー

ブミラー 181 基 233

枚を点検しました。瀬谷支部長は「体調に注意し、

けがの無いように作業を」と呼び掛けました。

大大大大大子子子子支支支支支部部部部部大大大大子子子支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
大子支部
活動報告
大子支部
活動報告

110人が
道路美化に尽力

太太太太太田田田田支支支支支部部部部部太太太太田田田田支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
太田支部
活動報告
太田支部
活動報告

創立75周年で
記念式典

竜竜竜竜竜ヶヶヶヶ崎崎崎崎支支支支支部部部部竜竜竜ヶヶヶヶ崎崎崎支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
竜ヶ崎支部
活動報告
竜ヶ崎支部
活動報告

120人で
道路美化活動

太太太太太田田田田支支支支支部部部部部太太太太田田田田支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
太田支部
活動報告
太田支部
活動報告

「道の日」
道路美化活動



10 月・11 月は建設共済保険
加入促進月間です
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大子支部（大藤博文支部長）は９月 19 日、茨

城県大子工務所（兼澤公也所長）との意見交換会

を大子合同庁舎で開催。管内の課題や令和５年度

のＩＣＴ技術活用の実施方針などについて協議

を行いました。大藤支部長は「ＩＣＴの活用や完

全週休２日制工事など長時間労働の是正に努め

たい。地域建設業の担い手確保や働き方改革を支

援していく」とあいさつしました。

水戸支部（下田德行支部長）は 10 月 25 日、建

築講習会を水戸市の茨城県建設技術研修センター

で開催。イメージアップコンサルタントの田中ア

イ氏による講演を聞き、人間関係のストレスを減

らし、安全な作業を進める方法などを研修しまし

た。根本副支部長は「人間関係のストレスが現場

の安心安全を妨げる原因となることもある。講習

内容を現場管理に活用を」とあいさつしました。

土浦支部（小林伸行支部長）は 10 月４日、献

血ボランティア活動を行いました。支部会館前に

献血車を配置。70 人が参加し、65 人が貴重な血

液を提供しました。献血活動は令和２年から始ま

り、今回で５回目。小林支部長は「会員一丸となっ

て協力していく。今後も地域のために活動を継続

する」と話しています。

大大大大大子子子子支支支支支部部部部部大大大大子子子支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
大子支部
活動報告
大子支部
活動報告

働き方改革へ
県と意見交換

水水水水水戸戸戸戸支支支支支部部部部部水水水水戸戸戸戸支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
水戸支部
活動報告
水戸支部
活動報告

ストレス減少へ
講習会

献血活動に
70人協力

土土土土土浦浦浦浦支支支支支部部部部部土土土土浦浦浦浦支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
土浦支部
活動報告
土浦支部
活動報告
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会員の動向
〈住所変更〉

▽常陸大宮支部
　河又土建工業㈱　〒312-0034　ひたちなか市堀口686-5

→ 〒312-0034　ひたちなか市堀口686-14

本会と建設未来協議会は、令和５年度いばらき
「建設フォトコンテスト」の入賞 48 作品を決定し
ました。最優秀賞３作品、特選 12 作品、準特選
２作品、Ｕ 22 特別賞１作品、入選 30 作品です。

コンテストは、Ａ部門「建設のある茨城の風
景」、Ｂ部門「人と建設のつながり」、インスタ部
門で募集。全国から 437 作品（郵送 54 作品、Ｗ
ＥＢ 304 作品、インスタ 79 作品）の応募があり、

入賞作品を決めました。
上位入賞作品は、イベントや公共施設への展

示、ホームページやＳＮＳ等で配信します。本会
の 2024 年カレンダーにも採用します。

作品は、12 月５日から 12 月 14 日までイーア
スつくば（つくば市）、12 月 19 日から 12 月 28
日までイオンモール水戸内原（水戸市）で展示さ
れます。

いばらき「建設フォトコンテスト」入賞作品決定

建設未来協議会常陸大宮・大子地区（生田目憲
明幹事）は 10 月 10 日、茨城県常陸大宮土木事務
所（柳岡隆所長）と官民合同による現場実務研修
を県道静常陸大宮線の道路改良工事現場（那珂市
静）で開催。管内の若手技術職員や社員、指導
者ら約 20 名が参加し、ＩＣＴ技術を学びました。
生田目幹事は「若手育成にＩＣＴ技術は欠かせな
い。このような機会を大切に」と話しました。

第 60 回全国建設業労働災害防止大会が 10 月５
日と６日に広島市で開かれ、安全衛生表彰として
本会から優良賞３社、功労賞３名、功績賞２名が
受賞されました。受賞者は次の通りです（敬称略）。
◆優良賞＝日立土木㈱、福井建設㈱、平山建設㈱
◆ 功労賞＝根本勝義（㈱根本工務店）、田口恵一

郎（田口建設工業㈱）、増子秀典（増子建設㈱）
◆ 功績賞（安全衛生推進者）＝石嶋尚（㈱石島建

設）、大橋一博（森田建設工業㈱）

県とＩＣＴ現場研修
建設未来協議会常陸大宮・大子地区

本会の３社５名受賞
建災防全国大会・安全衛生表彰

A 部門最優秀賞『共演』 Ｂ部門最優秀賞『楽しいひととき』 インスタ最優秀賞『ナイトガーデン』
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